資料11：ホテルの受動喫煙対策評価基準


	
	５点
	４点
	３点
	２点
	１点
	０点

	公共空間
	
	全面禁煙
	３カ所
	２カ所
	１カ所
	何も対策されていない

	禁煙ルーム
	70％以上
	50％以上
	40％以上
	20〜39％
	19％以下
	なし

	レストラン
	
	終日全席禁煙
	喫煙

専用室
	個室以外禁煙
	禁煙

タイム
	不完全分煙　　

または、対策なし


2006年３月現在

《ホテルにおける受動喫煙対策の評価基準（案）》

	
	２点
	1.5点
	１点
	0.5点
	０点

	情報開示
	４項目開示
	３項目開示
	２項目開示
	１項目開示
	開示

なし


· 1　公共空間の評価

       以下の場所で、それぞれが禁煙であれば１点ずつ加点

1． フロントロビー（フロント階エレベーターホールも含む）

2． 喫煙フロア（喫煙ルームがあるフロア）のエレベーターホール

3． 禁煙フロア（全て禁煙ルーム）のエレベーターホール

4． 宴会場周囲

　　　◎ ただし、フロントロビーについて、隣接する喫茶店などからタバコの煙が流れ込んでくる場合に

　　　　 は、フロント階が全面禁煙であっても“受動喫煙あり”と考え、加点しない

　　　◎ 禁煙フロアや宴会場がない場合は受動喫煙が発生しないので１点加点

　　　　 ただし、ホテル全体の受動喫煙対策が不充分な場合には加点しない

· 2　レストランの評価

1． レストランが複数ある場合には、それぞれの得点の合計を店舗数で割り平均値で評価

（例えば、終日全席禁煙のレストランが２つ＝８点、禁煙タイムのレストランが１つ＝１点、全席喫煙のバーが１つ＝０点、の場合、合計９点を４店舗で割り2.3点）

2． 喫煙可能な席が屋外テラスのように完全に隔離されている場合は「個室以外禁煙」の２点に該当する

　　　◎　同じ空間で禁煙席を分けただけの対策は受動喫煙を防止できないため“対策なし”の０点とする

· 3  情報開示の評価

　　　 以下の項目において、該当数に応じ0.5点ずつ加点

1． 基本方針の開示

2． 禁煙フロア、禁煙ルームの開示

3． レストランの禁煙・分煙方針の開示

4． ホテルのホームページで最初の画面に禁煙フロア、禁煙ルームがあることを記載

　　または宿泊案内で禁煙フロア数、禁煙ルーム数を開示

　　　 
【なお、この評価方法は今後の調査結果により、若干変更することがあります。ご了承下さい】

　　　　　　　　　厚生労働科学研究　健康科学総合研究「受動喫煙にかかわる社会環境整備についての研究」主任研究者 大和　浩

　　　　　　　　　ＮＰＯ法人京都禁煙推進研究会、理事長　田中善紹、担当理事　栗岡成人　
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